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 TATSUMI Jun'ichirou 「都城における鉛釉陶器の変遷」／『天平に咲いた華　日本の三彩と緑釉』、五島美術館・愛知県陶磁資料館／
1997年8月、単著。

「古代の焼物調納制に関する研究」／『瓦衣千年・森郁夫先生還暦記念論文集』、1999年11月、単著。
「唐三彩の生産と供給」／『文化財論叢Ⅲ』、奈良国立文化財研究所創立50周年記念論文集、2002年12月、単著。
「窯道具から見た我国施釉陶器の起源」／『奈良文化財研究所紀要2006』、2006年6月、単著。
「非損傷分析測試黄冶唐三彩之特性」／『華夏考古』2007年2期、2007年6月。
「失敗品から見える全貌―唐三彩展によせて」読売新聞2008年10月28日夕刊、単著。
「飛鳥池工房遺跡にみえる古代国家前期の官営工房の構造と実体」／『生産と権力、職能と身分―社会階層形成
の歴史学研究―』、国学院雑誌平成20年11月特集号、2008年11月。

「付論Ⅰ　非破壊分析から見た黄冶唐三彩の特質」／『河南省鞏義市黄冶窯跡の発掘調査概報』奈良文化財研究
所研究報告第2冊、2010年3月、共著。

「貴族と庶民の暮らし」／『平城京の時代』古代都2、吉川弘文館、2010年7月、単著。
「北魏時期の釉陶器生産の特質」／『坪井清足先生卒寿記念論文集―埋文行政と研究のはざまで―』、2010年11
月、単著。

【国内学会発表】

「平城宮第2次朝堂院地区の調査」／日本考古学協会昭和66年度大会、1985年。
「飛鳥時代の土器」／東アジアにおける古代国家成立期の諸問題、国際古代史シンポジウム（矢吹）1996年11
月。

「都城・官衛・寺院における三彩・緑釉陶器」／愛知県陶磁資料館開館20周年記念特別企画展シンポジウム、
1998年10月。

「飛鳥池工房跡の調査成果から考えられる七世紀の鉛釉陶器の起源」／文化庁・スミソニアン研究機構、国際学
術研究シンポジウム、1999年3月。

【学術講演】

「都に運ばれた尾張のやきもの」／名古屋朝日カルチャーセンター開設35周年記念講座、1999年8月。
「日本における喫茶の始まり」／京都国立博物館土曜講座、2002年9月。
「中国における唐三彩窯跡の新知見」／黒川文化研究所・西宮市教育委員会共催、平成17年度夏季講座、2005
年7月。

「近年における唐三彩研究の新動向」／白鶴美術館、2008年5月。
「唐三彩の生産と供給」／奈良市文化財研究所平城宮資料館、奈良文化財研究所、2008年10月。
「平城京の焼物̶施釉陶器を中心にして」／奈良市埋蔵文化財センター、奈良市教育委員会、2008年11月。

【調査報告】

「貴州トン族の総合調査」／1990年10月。

【科学研究費、外部研究資金活用】

「平成宮・京出土須恵器の分類と産地同定」／『平成元年～3年度科学研究費補助金（一般研究C）研究成果報
告』（課題番号01510258）、1992年10月。

「記号・文字・印を刻した須恵器の集成」／『平成9年～11年度科学研究費補助金（基盤研究CⅡ）研究成果報
告』（課題番号09610415）、2000年4月。

【著書】

『陶磁（原始・古代）』／「日本の美術」No.235、至文堂、1985年12月、単著。
『官工房による生産　古代の窯業』／「古代の都と村」（古代史復元9）、講談社、
1989年10月、共著。

『都の焼物とその変容』／「新版古代の日本」近畿Ⅱ、角川書店、1991年9月、共著。
『Ⅵ章「土器土製品3Ｃ・Ｈ～Ｋ」、Ⅴ章「考察Ｃ」』／「平城京左京二条二坊・三条
二坊発掘調査報告―長屋王・藤原麻呂邸の調査―」、奈良国立文化財研究所、
1995年7月、共著。

『まじないの世界Ⅱ（歴史時代）』／「日本の美術」No.361、至文堂、1996年6月、単
著。

『鞏義黄冶唐三彩』／「奈良文化財研究所史料」第61冊、2002年2月、共著。
『黄冶唐三彩窯の考古新発見』／「奈良文化財研究所史料」第73冊、2005年3月、共
著。

『日本土器事典』／雄山閣出版、1996年12月、共著。
『角川日本地名大辞典29』奈良県／角川書店、1990年3月、共著。
『日本考古学事典』／三省堂、2002年5月、共著。
『日本陶磁大辞典』／角川書店、2002年8月、共著。
『歴史考古学大辞典』／吉川弘文館、2007年3月、共著。

【学術論文】

「古代窯業生産の展開―西日本を中心として―」／『文化財論叢』、奈良国立文化財研
究所創立30周年記念論文集、1983年3月、単著。

「大安寺出土陶枕の製作技法と材質」／『古文化財に関する保存科学と人文・自然科
学―総括報告書』文部省科研・特定研究「古文化財」総括班、1984年3月、共著。

「大安寺の土器類」／『大安寺史・史料』、大安寺、1984年11月、単著。
「平城宮東区朝堂院において検出した大嘗祭の遺構について」／『日本の歴史』第
451号、吉川弘文館、1985年12月、単著。

「薬師寺発掘報告」／『薬師寺発掘報告』、1987年3月、単著。
「官給食と家庭の食事」／『季刊考古学』第22号、雄山閣、1998年2月、単著。
「頭塔の構造とその源流」／『季刊考古学』第34号、雄山閣、1991年2月、単著。
「都城における墨書人面土器祭祀」／『月刊文化財』363、第一法規、1993年12月、
単著。

「考古学からみた喫茶の始まり」／『茶道の研究』455号、1993年10月、単著。
「奈良時代の 由加―大型貯蔵用須恵器の器名考証―」／『文化財論叢Ⅱ』、
奈良国立文化財研究所創立40周年記念論文集、同朋舎出版、1995年9月、単著。

「飛鳥の開拓者・渡来人の軌跡」／『季刊明日香風62』、1997年4月、単著。
「七世紀後葉の海外交渉を物語る焼物」／『季刊明日香風66』、1998年4月、単著。

研究課題1⃝東アジアの都城に関する研究
研究課題2⃝唐三彩の生産と供給に関する研究
研究課題3⃝日本における喫茶の始源
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巽　淳一郎

職名

文学部
文化財学科教授

学歴

名古屋大学大学院文学研究
科考古学専攻修士課程修了

（1972）

学位

文学修士（名古屋大学、1972）

所属学会

日本文化財科学会、木簡学
会、歴史土器研究会

専門分野

史学、歴史考古学、日本陶
磁史、隋唐考古
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